
「きづがわPay」は初めて導入を行った木津川市の地域電子通

貨で、まずはプレミアム商品券として令和５年１２月に発行額1,000

万＋プレミアム分250万で実証運用を開始致しました。この取り組み

は京都新聞にも取り上げられ、木津川市内外からの問い合わせを

頂き、地域電子通貨の導入が遅れている京都府のなかで先進的な

取り組みとして注目を頂きました。

初めてキャッシュレスに踏み出した事業者も見受けられ、この取り

組みが地域経済においてキャッシュレス化への一翼を担うことがで

きたと思います。また、従来の商品券では大型店舗へ使用が流れ

てしまう点が問題視されていましたが、「きづがわPay」では大型店

舗と地元事業者の使用区分ができるため、地元経済を支援しつつ、

商品券としての利便性も保つことができました。

他のキャッシュレスサービスと比較して、店舗側の負担が少なく、

地域に特化したサービスが提供可能なので、今後は地元商店街で

のポイント利用やボランティア活動に参加するとポイント付与など、

地域電子通貨として柔軟な活用を検討していきたいと思います。
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